
(57)【要約】

【課題】万一、溶接継手に脆性き裂が発生した場合に、

補修溶接部にて脆性き裂の伝播を防止して溶接構造体の

致命的な破断を防止できる溶接構造体の補修溶接方法を

提供する。

【解決手段】　突合せ溶接継手に発生した脆性き裂の伝

播を妨げる耐脆性き裂伝播性に優れた溶接構造体の補修

溶接方法であって、溶接部に沿って脆性き裂が伝播する

可能性のある溶接継手の、脆性き裂を停止させたい領域

に対し、該領域の突合せ溶接継手の一部を、両表面より

ガウジング、あるいは機械加工により、板厚中心部を板

厚の１／１０以上かつ１／３以下残存させながら部分的

に除去した後、該除去部分に破壊靭性の優れた溶接材料

で補修溶接を実施することにより、突合せ溶接継手に沿

って伝播している脆性き裂を当該突合せ溶接部から逸ら

せて母材部に脆性き裂を導きだすことを特徴とする、耐

脆性き裂伝播性に優れた溶接構造体の溶接方法。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 突 合 せ 溶 接 継 手 に 発 生 し た 脆 性 き 裂 の 伝 播 を 妨 げ る 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ た 溶 接 構 造
体 の 補 修 溶 接 方 法 で あ っ て 、 溶 接 部 に 沿 っ て 脆 性 き 裂 が 伝 播 す る 可 能 性 の あ る 溶 接 継 手 の
、 脆 性 き 裂 を 停 止 さ せ た い 領 域 に 対 し 、 該 領 域 の 突 合 せ 溶 接 継 手 の 一 部 を 、 両 表 面 よ り ガ
ウ ジ ン グ 、 あ る い は 機 械 加 工 に よ り 、 板 厚 中 心 部 を 板 厚 の １ ／ １ ０ 以 上 か つ １ ／ ３ 以 下 残
存 さ せ な が ら 部 分 的 に 除 去 し た 後 、 該 除 去 部 分 に 破 壊 靭 性 の 優 れ た 溶 接 材 料 で 補 修 溶 接 を
実 施 す る こ と に よ り 、 突 合 せ 溶 接 継 手 に 沿 っ て 伝 播 し て い る 脆 性 き 裂 を 当 該 突 合 せ 溶 接 部
か ら 逸 ら せ て 母 材 部 に 脆 性 き 裂 を 導 き だ す こ と を 特 徴 と す る 、 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ た
溶 接 構 造 体 の 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 溶 接 部 の 部 分 的 な 除 去 に 際 し 、 除 去 加 工 部 端 部 と 鋼 板 表 面 と の な す 角 度 を ４ ５ ° 以
下 と す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ た 溶 接 構 造 体 の 溶
接 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 溶 接 部 の 部 分 的 な 除 去 に 際 し 、 除 去 加 工 部 部 分 の 表 面 で の 幅 を 、 溶 接 ビ ー ド 幅 と 板
厚 と の 和 以 上 と す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優
れ た 溶 接 構 造 体 の 溶 接 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 突 合 せ 溶 接 継 手 に 発 生 し た 脆 性 き 裂 の 伝 播 を 妨 げ る 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ
た 溶 接 構 造 体 の 補 修 溶 接 方 法 に 関 す る 。
　 具 体 的 に は 、 厚 板 を 用 い て 大 入 熱 溶 接 を 適 用 し た 溶 接 構 造 物 の 溶 接 継 手 に 発 生 す る 可 能
性 の あ る 脆 性 き 裂 の 伝 播 を 妨 げ る 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ た 溶 接 構 造 体 の 補 修 溶 接 方 法 に
関 す る も の で あ り 、 建 築 構 造 物 や 土 木 鋼 構 造 物 等 の 安 全 性 を 向 上 さ せ う る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鋼 構 造 物 を 建 造 す る た め に は 溶 接 を 用 い る こ と が 必 須 で あ る が 、 建 造 コ ス ト を 低 減 さ せ
た り 建 造 能 率 を 向 上 さ せ る 目 的 で 、 大 入 熱 溶 接 が 広 く 適 用 さ れ て い る 。 特 に 、 鋼 板 の 板 厚
が 増 大 す る と 、 溶 接 の 工 数 が 飛 躍 的 に 増 加 す る た め 、 極 限 ま で 大 入 熱 で 溶 接 し よ う と す る
要 求 が 高 い 。
　 し か し 、 大 入 熱 溶 接 を 適 用 す る と 、 溶 接 熱 影 響 （ Ｈ Ａ Ｚ ） 部 の 靭 性 値 が 低 下 し 、 Ｈ Ａ Ｚ
部 の 幅 も 増 大 す る た め 、 脆 性 破 壊 に 対 す る 破 壊 靭 性 値 が 低 下 す る 傾 向 に あ る 。
　 そ の た め 、 大 入 熱 溶 接 を 適 用 し て も Ｈ Ａ Ｚ 部 の 破 壊 靭 性 が 低 下 し に く い 鋼 材 と し て 、 た
と え ば 特 許 文 献 １ 、 ２ 等 で 開 示 さ れ て い る 発 明 が な さ れ て い る 。 こ れ ら の 発 明 で は 脆 性 破
壊 の 発 生 に 対 す る 抵 抗 値 で あ る 破 壊 靭 性 値 は 向 上 さ れ て い る た め 、 通 常 の 使 用 環 境 で は 脆
性 破 壊 す る 可 能 性 は 極 め て 低 く 抑 え ら れ て い る が 、 地 震 や 構 造 物 同 士 の 衝 突 、 と い っ た 事
故 、 災 害 等 の 非 常 時 に 万 一 脆 性 破 壊 が 発 生 し て し ま う と 、 脆 性 き 裂 は Ｈ Ａ Ｚ 部 を 伝 播 し 、
大 規 模 な 破 壊 に 至 る 危 険 性 が 有 る 。
　 こ れ ま で 、 板 厚 ２ ５ ｍ ｍ 程 度 の Ｔ Ｍ Ｃ Ｐ 鋼 板 等 が 使 用 さ れ て い る 溶 接 継 手 で は 、 脆 性 き
裂 が 発 生 し て も 、 溶 接 部 の 残 留 応 力 に よ り 、 脆 性 き 裂 が 溶 接 継 手 部 か ら 母 材 側 に 逸 れ て い
く の で 、 母 材 の ア レ ス ト 性 能 を 確 保 し さ え す れ ば 、 万 一 、 溶 接 継 手 部 で 脆 性 き 裂 が 発 生 し
て も 母 材 で 脆 性 き 裂 を 停 止 で き る と 考 え ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 鋼 構 造 物 が 大 型 化 す る こ と で 、 よ り 板 厚 の 大 き い 鋼 板 が 使 用 さ れ る よ う
に な り 、 ま た 構 造 を 簡 素 化 す る た め に も 鋼 板 の 厚 肉 化 が 有 効 で あ る た め 、 設 計 応 力 が 高 い
高 張 力 鋼 の 厚 鋼 板 が 使 用 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。 こ の よ う な 厚 鋼 板 で は 、 溶 接 継 手
部 の 破 壊 靭 性 の 程 度 に よ っ て は 、 脆 性 き 裂 が 母 材 に 逸 れ る こ と な く 、 溶 接 継 手 部 の 熱 影 響
域 に 沿 っ て 伝 播 す る こ と が 本 発 明 者 の ８ ０ ０ ０ ト ン 大 型 試 験 機 に よ る 大 型 破 壊 試 験 に よ り
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明 ら か と な っ た 。
　 本 発 明 者 ら に よ る 鋼 板 の 脆 性 破 壊 に 係 る 試 験 に よ れ ば 、 板 厚 ５ ０ ｍ ｍ 以 下 の 鋼 板 に 、 図
１ に 示 す よ う に 、 鋼 板 の 溶 接 継 手 部 と 交 差 す る よ う に 隅 肉 溶 接 に よ り 骨 材 （ 補 強 板 ） を 取
り 付 け る と 、 鋼 板 に 脆 性 き 裂 が 発 生 し て も 骨 材 に よ り 脆 性 き 裂 の 伝 播 が 止 め ら れ て （ ア レ
ス ト ） 、 鋼 板 の 破 断 に 至 ら な い こ と も 多 い 。
　 し か し 、 板 厚 が ５ ０ ｍ ｍ を 超 え 、 ７ ０ ｍ ｍ 程 度 と 板 厚 が 厚 く な る と 、 骨 材 が 取 り 付 け ら
れ て い て も 、 骨 材 と は 無 関 係 に 、 母 材 に 逸 れ る こ と な く 、 Ｈ Ａ Ｚ 部 あ る い は 溶 接 金 属 部 に
沿 っ て 脆 性 き 裂 が 伝 播 し て し ま う こ と の あ る こ と を 知 見 し た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ６ － ０ ８ ８ １ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ０ － ２ ４ ５ ７ ６ ８ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｋ ｉ ｙ ｏ ｓ ｈ ｉ 　 Ｔ ａ ｎ ａ ｋ ａ ， 　 ｅ ｔ ． ａ ｌ ． ， 　 “ Ａ 　 Ｎ ｅ ｗ 　 Ｗ
ｉ ｄ ｅ 　 Ｐ ｌ ａ ｔ ｅ 　 Ａ ｒ ｒ ｅ ｓ ｔ 　 Ｔ ｅ ｓ ｔ 　 （ Ｓ Ｃ Ａ 　 Ｔ ｅ ｓ ｔ ） 　 ｏ ｎ 　 Ｗ ｅ ｌ ｄ
　 Ｊ ｏ ｉ ｎ ｔ ｓ 　 ｏ ｆ 　 Ｓ ｔ ｅ ｅ ｌ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｌ ｏ ｗ 　 Ｔ ｅ ｍ ｐ ｅ ｒ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ 　 Ａ ｐ ｐ
ｌ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ， ” 　 Ａ Ｓ Ｔ Ｍ 　 Ｓ Ｔ Ｐ ９ ０ ５ ， 　 １ ９ ８ ６ ， 　 ｐ ｐ ． 　 ２ ２ － ４ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 万 一 、 突 合 せ 溶 接 継 手 に 脆 性 き 裂 が 発 生 し た 場 合 に 、 溶 接 部 に て
脆 性 き 裂 の 伝 播 を 防 止 し て 溶 接 構 造 体 の 致 命 的 な 破 断 を 防 止 で き る 溶 接 構 造 体 の 補 修 溶 接
方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 溶 接 構 造 体 に お い て 、 特 定 の 補 修 溶 接 を 行 う こ と に よ っ て 、 溶 接 継 手 の
脆 性 き 裂 伝 播 を 防 止 し て 大 規 模 破 壊 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る こ と を 見 出 し 本 発 明 を
完 成 し た も の で あ り 、 そ の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 下 記 の と お り で あ る 。
（ １ ） 　 突 合 せ 溶 接 継 手 に 発 生 し た 脆 性 き 裂 の 伝 播 を 妨 げ る 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ た 溶
接 構 造 体 の 補 修 溶 接 方 法 で あ っ て 、 溶 接 部 に 沿 っ て 脆 性 き 裂 が 伝 播 す る 可 能 性 の あ る 溶 接
継 手 の 、 脆 性 き 裂 を 停 止 さ せ た い 領 域 に 対 し 、 該 領 域 の 突 合 せ 溶 接 継 手 の 一 部 を 、 両 表 面
よ り ガ ウ ジ ン グ 、 あ る い は 機 械 加 工 に よ り 、 板 厚 中 心 部 を 板 厚 の １ ／ １ ０ 以 上 か つ １ ／ ３
以 下 残 存 さ せ な が ら 部 分 的 に 除 去 し た 後 、 該 除 去 部 分 に 破 壊 靭 性 の 優 れ た 溶 接 材 料 で 補 修
溶 接 を 実 施 す る こ と に よ り 、 突 合 せ 溶 接 継 手 に 沿 っ て 伝 播 し て い る 脆 性 き 裂 を 当 該 突 合 せ
溶 接 部 か ら 逸 ら せ て 母 材 部 に 脆 性 き 裂 を 導 き だ す こ と を 特 徴 と す る 、 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に
優 れ た 溶 接 構 造 体 の 溶 接 方 法 。
（ ２ ） 　 前 記 溶 接 部 の 部 分 的 な 除 去 に 際 し 、 除 去 加 工 部 端 部 と 鋼 板 表 面 と の な す 角 度 を ４
５ ° 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 （ １ ） に 記 載 の 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ た 溶 接 構
造 体 の 溶 接 方 法 。
（ ３ ） 　 前 記 溶 接 部 の 部 分 的 な 除 去 に 際 し 、 除 去 加 工 部 部 分 の 表 面 で の 幅 を 、 溶 接 ビ ー ド
幅 と 板 厚 と の 和 以 上 と す る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 耐 脆 性 き
裂 伝 播 性 に 優 れ た 溶 接 構 造 体 の 溶 接 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 万 一 、 溶 接 継 手 に 脆 性 き 裂 が 発 生 し た 場 合 に 、 溶 接 部 に て 脆 性 き 裂 の
伝 播 を 防 止 し て 溶 接 構 造 体 の 致 命 的 な 破 断 を 防 止 で き る 溶 接 構 造 体 の 補 修 溶 接 方 法 を 提 供
す る こ と が で き 、 産 業 上 有 用 な 著 し い 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 ２ 乃 至 図 ４ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 溶 接 方 法 を 適 用 す る 鋼 板 の 突 合 せ 溶 接 継 手 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に お
い て 、 ５ は 突 合 せ 溶 接 継 手 、 ６ は 補 修 溶 接 部 を 示 す 。 本 発 明 の 補 修 溶 接 は 、 図 ２ に 示 す よ
う な 、 脆 性 き 裂 が 伝 播 す る 可 能 性 の あ る 突 合 せ 溶 接 継 手 ５ に お い て 、 脆 性 き 裂 を 停 止 さ せ
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る 領 域 に 対 し 、 当 該 領 域 の 突 合 せ 溶 接 継 手 の 一 部 を ガ ウ ジ ン グ 、 あ る い は 機 械 加 工 に よ り
除 去 し た 後 、 当 該 部 分 に 破 壊 靭 性 の 優 れ た 溶 接 材 料 で 補 修 溶 接 を 実 施 す る こ と を 特 徴 と す
る 。 溶 接 継 手 に て 発 生 し た 脆 性 き 裂 は 、 突 合 せ 溶 接 継 手 ５ を 伝 播 す る が 、 脆 性 き 裂 を 停 止
さ せ る 領 域 に 対 し 、 当 該 領 域 の 突 合 せ 溶 接 継 手 の 一 部 を ガ ウ ジ ン グ 、 あ る い は 機 械 加 工 に
よ り 除 去 し た 後 、 当 該 部 分 に 破 壊 靭 性 の 優 れ た 溶 接 材 料 で 補 修 溶 接 を 実 施 す る こ と に よ っ
て 、 こ の 部 分 の 靭 性 を 高 く し て き 裂 の 伝 播 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 溶 接 方 法 に 用 い る 補 修 溶 接 部 の 詳 細 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 ５ は 突
合 せ 溶 接 継 手 、 ６ は 補 修 溶 接 部 、 ７ は 溶 接 部 除 去 加 工 部 を 示 す 。 本 発 明 者 等 は 、 脆 性 き 裂
が 伝 播 す る 可 能 性 の あ る 突 合 せ 溶 接 部 ５ に お い て 、 除 去 加 工 部 の 形 状 を 変 え て 実 験 を 行 い
、 除 去 加 工 部 に 残 存 板 厚 （ 図 ３ の ｄ ） が あ る ほ う が 、 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 優 れ る こ と を 見
出 し た 。 こ れ は 、 除 去 加 工 部 を 板 厚 中 心 部 で 板 厚 の １ ／ １ ０ 以 上 か つ １ ／ ３ 以 下 残 存 さ せ
る こ と に よ り 、 脆 性 き 裂 の 伝 播 位 置 を 板 厚 中 央 部 で は 母 材 熱 影 響 部 の 細 粒 部 と す る こ と が
可 能 と な る た め 、 溶 接 部 で の 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 が 向 上 し 、 脆 性 き 裂 を 母 材 に 逸 ら す こ と が
で き る た め で あ る 。 ま た ， 除 去 加 工 部 に 残 存 板 厚 が あ る 場 合 、 補 修 溶 接 の 施 工 上 、 溶 接 金
属 の 裏 側 へ の 溶 け 落 ち 等 を 防 止 す る た め 、 施 工 性 が 上 が り 溶 接 部 の 特 性 も 向 上 す る 。 本 発
明 者 等 は 、 除 去 加 工 に 際 し 片 側 か ら の 施 工 と 両 側 か ら の 施 工 を 比 較 す る 実 験 を 行 い 、 両 側
か ら の 加 工 の 方 が 耐 脆 性 破 壊 伝 播 性 に 優 れ て い る こ と を 見 出 し た 。
　 こ れ と 類 似 の 現 象 は 、 非 特 許 文 献 １ に お い て 、 溶 接 部 の 耐 脆 性 破 壊 伝 播 性 に つ い て 、 同
等 の 鋼 板 と 溶 接 材 料 の 組 み 合 わ せ で 、 片 側 か ら の 溶 接 で あ る Ｖ 開 先 と 両 側 か ら の 溶 接 で あ
る Ｘ 開 先 を 比 較 し た 場 合 、 両 表 面 か ら の 溶 接 で あ る Ｘ 開 先 の 方 が 良 好 で あ る こ と が 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 種 々 の 実 験 の 結 果 、 除 去 加 工 部 端 部 と 鋼 板 表 面 と の な す 角 度 が 溶 接 部 の
耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 に 大 き く 影 響 す る こ と を 見 出 し た 。 こ れ は 、 脆 性 き 裂 は 、 主 応 力 方 向 に
垂 直 な 経 路 を 取 る 傾 向 が あ り 、 そ の た め 、 通 常 開 先 が 傾 い た 継 手 の 場 合 は 、 き 裂 の 経 路 が
部 分 的 に 母 材 に そ れ る 傾 向 が あ る こ と に よ る と 考 え ら れ る 。 例 え ば ， 溶 接 部 の 耐 脆 性 破 壊
伝 播 性 は 、 同 等 の 鋼 板 と 溶 接 材 料 の 組 み 合 わ せ の 場 合 、 溶 接 線 が 鋼 板 表 面 法 線 方 向 と 一 致
す る レ 型 開 先 や Ｋ 開 先 よ り 、 溶 接 線 が 鋼 板 表 面 法 線 方 向 と の 角 度 が 傾 い て い る Ｖ 開 先 や Ｘ
開 先 の 方 が 良 好 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ れ は 脆 性 破 面 の 面 積 を 増 加 さ せ る こ と に よ
り 、 脆 性 破 壊 の 伝 播 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 増 加 さ せ 、 伝 播 抵 抗 を 上 げ る こ と に よ る と 考 え
ら れ る 。
　 本 発 明 者 等 は 、 実 験 の 結 果 、 除 去 加 工 部 端 部 と 鋼 板 表 面 と の 角 度 を ４ ５ ° 以 下 と す る こ
と に よ り 、 溶 接 部 で の 耐 脆 性 き 裂 伝 播 性 が 向 上 し 、 脆 性 き 裂 を 母 材 に 逸 ら す こ と が で き る
こ と を 見 出 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 突 合 せ 溶 接 部 の 一 部 に 、 ガ ウ ジ ン グ 等 に よ り 溶 接 部 の 一 部 を 削 除 し 、 そ の 部 分 に 補 修 溶
接 を 施 し 、 そ の 補 修 溶 接 部 が 脆 性 き 裂 の 伝 播 を 阻 止 し う る 性 能 を 発 揮 で き る か 否 か を 種 々
の 試 験 を 行 っ た 。 試 験 に あ た っ て は 、 直 進 し て く る 脆 性 き 裂 を 阻 止 し う る か 否 か を 評 価 す
る た め 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ２ ５ ０ ０ ｍ ｍ × ２ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 鋼 板 を 用 い 、 そ の 試 験 片 中 央
部 に 種 々 の 除 去 加 工 を ガ ウ ジ ン グ ま た は 機 械 加 工 に て 行 い 、 補 修 溶 接 を し た 試 験 片 を 作 製
し た 。 そ し て 、 そ の 試 験 片 端 部 か ら ２ ０ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 楔 を 挿 入 し て 脆 性 き 裂 を 発 生 さ せ
る た め の Ｖ 字 の 切 り 欠 き 加 工 を 突 き 合 わ せ 溶 接 部 （ エ レ ク ト ロ ガ ス 溶 接 に よ る 大 入 熱 溶 接
継 手 ） の フ ュ ー ジ ョ ン ラ イ ン に 一 致 す る よ う に 施 し 、 試 験 片 端 部 を － ４ ０ ℃ 程 度 の 低 温 に
冷 却 し 、 試 験 片 中 央 部 を ー １ ０ ℃ に コ ン ト ロ ー ル し て 、 所 定 の 応 力 を 負 荷 し た 後 、 Ｖ 切 り
欠 き 部 に 楔 を 打 ち 込 み 、 脆 性 き 裂 を 発 生 さ せ 、 突 合 せ 溶 接 部 の フ ュ ー ジ ョ ン ラ イ ン に 沿 っ
て 、 脆 性 き 裂 を 伝 播 さ せ た 。 伝 播 し た 脆 性 き 裂 が 、 付 加 溶 接 部 に 到 達 し た 後 、 そ の 脆 性 き
裂 が 伝 播 す る か 否 か を 評 価 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 発 明 の 実 施 例 を 表 １ に 示 す 。 Ｎ ｏ ． １ ～ Ｎ ｏ ． １ １ は 、 本 発 明 に 従 っ て 、 溶 接 部 を 除
去 し て 補 修 溶 接 を 行 っ た 本 発 明 例 で あ っ て 、 い ず れ の 実 施 例 も 、 耐 き 裂 伝 播 性 が 良 好 で あ
っ た 。 伝 播 位 置 が Ｆ Ｌ （ Ｆ ｕ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｌ ｉ ｎ ｅ ） と は 、 き 裂 が 溶 融 線 に 沿 っ て 伝 播 し た
こ と を 示 し 、 停 止 と は 、 き 裂 が 補 修 溶 接 領 域 内 で 停 止 し た こ と を 示 し 、 停 止 位 置 が 母 材 と
は 、 き 裂 が 補 修 溶 接 領 域 内 を 伝 播 し 母 材 に 逸 れ て 停 止 し 、 破 断 し な か っ た 。
　 一 方 、 Ｎ ｏ ． １ ２ ～ Ｎ ｏ ． １ ７ は 比 較 例 で あ っ て 、 Ｎ ｏ ． １ ４ ～ Ｎ ｏ ． １ ７ は 溶 接 部 の
除 去 お よ び 補 修 溶 接 を 行 っ た が 、 残 存 板 厚 ｄ 、 除 去 加 工 部 角 度 θ 、 除 去 加 工 部 幅 Ｗ が 本 発
明 の 範 囲 外 の た め 、 き 裂 が 伝 播 し た 。 即 ち 、 Ｎ ｏ ． １ ２ 及 び Ｎ ｏ ． １ ３ は 残 存 板 厚 が ０ で
除 去 角 度 が 大 き す ぎ た た め き 裂 が 溶 融 線 に 沿 っ て 伝 播 し た 。 ま た 、 Ｎ ｏ ． １ ４ 及 び Ｎ ｏ ．
１ ５ は 残 存 板 厚 が ０ で 除 去 幅 が 小 さ す ぎ た た め き 裂 が 溶 接 金 属 に 伝 播 し た 。 ま た 、 Ｎ ｏ ．
１ ６ 及 び Ｎ ｏ ． １ ７ は 、 溶 接 部 の 除 去 お よ び 補 修 溶 接 を 行 わ な か っ た の で 、 突 合 せ 溶 接 部
で 発 生 さ せ た 脆 性 き 裂 が 、 そ の 溶 接 継 ぎ 手 に 沿 っ て 伝 播 し 、 試 験 片 が 真 っ 二 つ に 破 断 し た
。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-296986 A 2005.10.27



【 図 １ 】 骨 材 を 配 置 し た 溶 接 構 造 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 補 修 溶 接 を 施 し た 溶 接 構 造 体 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 脆 性 き 裂 伝 播 を 防 止 す る た め の 溶 接 構 造 体 の 溶 接 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 用 い た 試 験 片 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ 　 鋼 板
　 ２ 　 突 合 せ 溶 接 継 手 部
　 ３ 　 骨 材 （ 補 強 材 ）
　 ４ 　 隅 肉 溶 接 部
　 ５ 　 突 合 せ 溶 接 継 手
　 ６ 　 補 修 溶 接 部
　 ７ 　 除 去 加 工 部 、
　 ８ 　 切 欠 き
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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